
可
般
小
殻
品世
4
u

向
に
紐
を
付
、
仰
の
溢
よ
り
指
の
先
ま
で
包
み
結
び
候
。

て

U
K
袋
、
白
羽
二

R
K
て
あ
は
せ
陀
し
て
袋
に
結
び
、
脇
の
下
ま

で
入
程
に
し
て
紐
を
付
結
候
。

一
、
上
衣
は
深
衣
を
者
せ
、
右
ま

へ
に
し
て
大
帯
を
結
び
さ
げ
、
さ

て
制
巾
を
被
せ
、
組
陀

τ後
陀
し
か
と
結
び
可
申
候
。

一
、
白
羽
二
重
綿
入
候
大
部
闘
を
角
注
陀
敷
き
、
北
ハ上
に
小
紋
の
布

と
て
白
布
一
幅
広
て
長
さ
五
尺
許
陀
切
て
、
三
筋
械
に
並
べ
、

一

昨
川
は
府
先
議
陀

Am
p二
筋
は
民
中
に
w
切
り
、
一
筋
は
口
止
の
方
に
常

る
。
布
雨
端
各
=
一
宛
に
切
り
倒

t
o
切
目
五
六
寸
前
、
共
布
の
上

に
縦
に
長
さ
一
丈
許
の
布
を
数
量
、日
正
も
雨
端
三
宛
に
切
剖
り
、

共
k
に
遺
骸
を
あ
ふ
む
け
ね
さ
せ
、
自
小
袖
こ
に
て
首
U
A
の
か
〈

る
h
A

程
に
包
む
。
共
外
首
足
の
縫
す
き
と
し
な
き
帥
怖
に
叫
制
民
て
つ

め
、
形
な
る
ほ
ど
ま
ん
ろ
く
陀
正
し
く
つ
〈
ろ
ひ
、
縦
の
布
を
打

合
せ
、
帯
の
遜
陀
三
宛
忙
切
制
き
と
れ
る
る
所
主
総
び
合
せ
、
北ハ

後
川
仙
の
三
筋
の
布
を
打
合
せ
、

n
E
を
三
苑
に
切
剖
き
と
れ
あ
る

所
九
つ
な
が
ら
紡
ぴ
合
す
。
さ
て
下
に
敷
た
る
大
柿
闘
の
四
回
角

を
持

τ、凶
刊
の
内
へ
移
し
入
、
枕
木
陀
能
〈
首
を
あ
て
可
申
候
。

さ
て
大
部
闘
を
先
づ
足
の
方
よ
り
箸
せ
、
次
K
4
H
の
方
、
次
陀
左
、

四
三
六

ま
あ
ら
ば
綿
に
て
つ
め
、
北
ハ
上
主
総
て
ゐ
ほ
ひ
部
被
と
て
白
布
か

絹
に
て
静
上
を
千
に
す
る
也
。
品
班
亡
排
へ
位
候
小
脇
刺
と
刀
と
大

小
入
、
布
芭
茸
下
共
に
風
折
の
烏
附
子
入
可
巾
候
。

次
民
宿
か
さ
ね
、
総
の
内
す
宮
ま
な
き
ゃ
う
に
つ
め
る
。
す
き

一
、
大
紋
は
右
の
大
柿
聞
に
て
能
〈
候
問
、
別
陀
大
鍬
の
俄
広
不
及
。

一
、
村
は
裁
て
幹
へ
也
候
。

一
、
将
の
内
七
忠
つ
板
の
問
石
次
に
て
能
〈
つ
め
可
申
候
。
石
次
の

聞
は
二
三
寸
穏
も
可
然
か
。

て

却

の
部
品
わ
〈
〈
さ
ぴ
陀
し
て
能
く
し
め
、
査
の
あ
か
ざ
る
様
肝

要
に
候
。
能
〈
査
を
し
め
水
の
入
ざ
る
桜
花
、
抽
出
背
と
て
松
脂
・石

次
・叶加に
て
煉
合
せ
、
貨
の
あ
ひ
口
の
所
能
〈
つ
め
可
巾
候
。

て
枢
は
白
布
を
絡
に
よ
り
、
中
三
所
程
し
か
と
ゆ
ひ
、
縦
に
も
か

け
能

t
結
び
、
北
ハ
上
陀
白
き
練
を
二
盗
に
し
て
品
川
以
に
か
け
可
申

候
。
但
別
に
つ
よ
き
抑
制
を
竪
に
絡
を
二
本
さ
し
、
四
人
民
て
持
可

然
候
。

一
、
銘
旋
は
斜
純
子
一
師
、
品
点
て
排

へ
可
有
之
候
。

胡
粉
を
雌
茨
に

て
と
き
わ
ん
に
て
書
付
、
板
の
脇
に
立
世
可
申
候
。

一
、
柁
を
雌
放
の
中
利
腕
陀
也
、
さ
て
一
川
主
粉
町
陥
中
佐
付
如
法
、
一糾
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